
第４回江東区都市計画マスタープラン 2022推進会議【会議録】 

開 催 日 時 令和５年２月１７日（火）午後１時００分  

開 催 場 所 オンライン開催（Zoom） 

出 席 者 

(敬称略・順不同) 

 

【委員】 

＜委員長＞ 志村 秀明 

＜委員＞ 村木 美貴、市古 太郎、川内 美彦、森本 章倫、柳井 重人 

【区職員】  

都市整備部長、都市計画課長、沿線まちづくり担当課長  

【議題】  【所管】 

江東区地下鉄８号線沿線まちづくり構想（案）について 沿線まちづくり担当 

【議事概要】 

No 該当資料 委員の意見要旨 区の回答要旨 

1 資料２ 

P2「ユニバーサルデザイン」の定義につい

て、国の定義と区の定義は表現が異なる。

区の定義に統一すべきである。 

ご意見のとおりに表現を

統一する。 

2 資料２ 

P3「交通・つながり」は、延伸に伴う沿線

外や各地域のつながりを示しているが、P5

豊洲の目指す姿に記載の内容は、駅内の回

遊性を示しており、視点がずれていると感

じる。 

P3「交通・つながり」に記

載の内容は、沿線全体で目

指す方向性を示しており、各

駅周辺で目指す姿に記載の

「交通・つながり」は、各駅の

特徴を示したものであるた

め、沿線全体と各駅周辺で

は、記載する内容の視点は

異なるものと考えている。 

3 資料２ 

P6「アクセス利便性」という表現は、一般

的な用語として浸透しているか確認が必要

である。 

関連計画を含めて確認

し、一般的な用語でなけれ

ば表現を改める。 

4 資料２ 

P７「東陽町駅周辺で目指す姿」において、

「映画・美術館などの鑑賞・娯楽機能」が求め

られているという内容は、その他駅周辺に

おいても求められるものであり、東陽町駅

周辺に限ったものではないと思う。 

沿線５駅のうち、特に東陽

町駅周辺においては、アンケ

ートや、ワークショップなど

を通じて日常生活を行うう

えで必要な商業機能等は充

実しているものの、ランドマ

ークに成り得る施設がない

という意見が挙げられてい

る。 

5 資料２ 

P9「バリアフリー」と記載があるが、バリ

アフリーの対象は、障害者・高齢者に限定さ

れる。一方、ユニバーサルデザインの対象

は、すべての人である。定義を意識したうえ

で、正しい言葉を選択すべきである。 

バリアフリーの用語解説に記載のある「ハ

言葉の定義にあわせて、

適切に使い分けを行う。ま

た、ハンディキャップという

表現は削除する。 



ンディキャップ」という表現は使用しないこ

とが適切である。 

6 資料２ 

「子育て環境」に関するフレーズの記載が

あると良いと考える。 

子育て環境については、

P3 に記載の多様なライフス

タイルに含んでいるものと

考えている。 

7 参考１ 

一般的にコラムの位置付けは、関連情報

を引用して記載するものである。P14「『交

通結節機能強化に必要な体系的な道路ネッ

トワーク整備』とは？」の記述は、前頁に記

載の沿線まちづくりにおいて検討すべき視

点として大切な要素であるため、コラムとし

て取り扱うことは適当ではないと考える。 

ご意見を参考に表現方法

を変更する。 

8 参考１ 

各駅周辺の目指すべき姿のパースはかな

り具体的なイメージで描かれているが、将来

像について、区民に誤解されてしまうことを

懸念する。 

パースは、P62「目指す姿

の解説」に記載している地域

の意見として挙がった５つ

の要素を図化しているもの

であり、特定の場所を描い

たものではない。また、まち

づくりの検討を深度化する

なかで、実現の手法を検討

していく。 

9 参考１ 

「みどり」と「緑」という表現が混在してお

り、違いがわかりづらいため、解説を加える

べきである。 

ご意見のとおり、「みどり」

の定義について解説を加え

る。 

10 参考１ 

オープンスペースの創出については、平

常時のにぎわい空間の創出や、災害時にお

ける防災拠点確保につなげることができる

と考えている。 

民地をオープンスペースとして活用する

等、民間の活用・連携について検討すること

も大切である。 

アンケートにおいて、まち

づくりで特に重要と考える

取組みに対する回答は、防

災に関する回答が非常に多

かったため、本構想におい

ても防災は重要なテーマと

して掲げている。ご意見を参

考に各駅周辺の地域性に適

した防災対策の在り方を検

討していく。 

11 参考１ 

防災の観点において、浸水シミュレーショ

ンを丁寧に行うことが必要であり、防災構

造物と土地利用を考慮しながらまちづくり

の検討を進めていく等、構想の中に記載す

る必要があると感じた。 

構想段階では、現状を記

載するに留めているが、次

のステップとして、各駅周辺

のまちづくりを検討していく

なかで、浸水をイメージした

避難の検討等、水害対策に

ついて地域の課題として考

えていく必要があると認識

している。 



12 参考２ 

パブリックコメントの意見要旨は、意見の

原文を残した表現が望ましいと考える。 

今回の資料は、パブリック

コメントの一部意見のみを

まとめたものとなる。現在整

理中のその他意見を要旨と

してまとめる際の参考にさ

せていただく。 

 

 

 

 

 

 

 


